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二
戸
麻
砂
彦
著

『
節
用
文
字
の
音
注
研
究
』

（『日本語の研究』第 12巻 3号

一
、
本
書
の
構
成

二
戸
麻
砂
彦
著
『
節
用
文
字
の
音
注
研
究
』

で
あ
る
。

の
章
立
て
は
、
左
の
と
お
り

164( 1 ) 

【
序
論
｝
節
用
文
字
の
概
要
と
音
注

。
ム
本
書
の
目
的
と
構
成
。
，
M

節
用
文
字
の
概
要

綜

C
ム
節
用
文
字
に
付
載
さ
れ
た
音
注

【
本
論
／
第
1
篇
】
節
用
文
字
の
反
切
と
同
音
字
注

ア
－
は
じ
め
に
ナ
M

節
用
文
字
の
反
切
と
切
韻
系
韻
書

字
の
反
切
と
玉
篇
ア
ム
節
用
文
字
の
反
切
と
類
衆
名
義
抄

字
の
同
音
字
注
ア
血
ま
と
め

【
本
論
／
第
2
篇
】
節
用
文
字
の
仮
名
反
切

M
ム
は
じ
め
に
い
M

節
用
文
字
の
仮
名
反
切
一
覧

M
ふ
仮
名
反
切
の

位
置
／
標
準
形
式

M
ム
仮
名
反
切
の
位
置
／
変
則
形
式

【
本
論
／
第
3
篇
】
節
用
文
字
の
仮
名
音
注

M
E
C

は
じ
め
に
凶
ム
節
用
文
字
付
載
の
仮
名
音
注

。
ム
掲
出
語
の
錯

乙
節
用
文

ア
凶
節
用
丈

M
ふ
ま
と
め

凶E
M

仮
名
音
注
の

佐

木

勇

々

韻
母
別
考
察

凶ふ

E
B
韻

凶ふ

I
韻
類
凶
ム

E
韻
類
凶
E

凶
W
韻
類

凶
ゐ
仮
名
音
注
の
声
母
別
考
察

凶E
甲
仮
名
音
注
と

類
以
ふ

E
A
韻
類

仮
名
反
切
の
機
能
分
担

あ
と
が
き
・
索
引

実
に
整
然
と
し
た
章
立
て
で
あ
る
。

本
書
の
研
究
対
象
『
節
用
文
字
』
に
関
す
る
著
者
の
既
発
表
論
文
は
、
【
引

用
文
献
・
参
考
文
献
一
覧
｝
に
引
か
れ
る
左
の
も
の
で
あ
る
。

①
「
節
用
文
字
の
反
切
」
（
『
山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部
紀
要
」
第
6
号
、
二

O
一
一
年
三
月
）

0

回
目
呂
ま
と
め

②
「
節
用
文
字
の
仮
名
反
切
」
（
『
山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部
紀
要
』
第
7
号、

二
O
一
二
年
三
月
）

0

③
「
節
用
文
字
の
同
音
字
注
」
（
『
園
拳
院
雑
誌
』
川
巻
6
号
、
二
O
二
二
年
六

月）。

④
「
節
用
文
字
の
仮
名
音
注
」
（
『
山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部
紀
要
」
第
9
号、

二
O
一
四
年
三
月
）
。

章
立
て
と
対
比
し
て
知
ら
れ
る
と
お
り
、
右
既
発
表
論
文
は
、
本
室
日
の
本
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論
第
l
篇
か
ら
第
3
篇
の
題
目
に
当
た
る
。
ま
た
、
①
論
文
・
③
論
文
に
は
、

本
書
序
論
「
。
心
節
用
文
字
の
概
要
」
「
C
ふ
掲
出
語
の
錯
綜
」
に
相
当
す

る
「
節
用
文
字
の
組
成
概
要
」
「
掲
出
語
の
錯
綜
」
（
①
論
文
）
、
「
節
用
文
字

の
概
要
と
組
成
」
「
掲
出
語
の
錯
綜
と
混
乱
」
（
③
論
文
）
の
項
が
有
り
、
②

論
文
に
は
序
論
「
φ

ム
節
用
文
字
に
付
載
さ
れ
た
音
注
」
相
当
の
「
節
用
文

字
付
載
の
音
注
」
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
既
発
表
論
文
の
表
現
を
わ
か
り

や
す
く
し
た
変
更
、
用
例
引
用
を
正
確
に
し
た
変
更
、
用
例
の
追
加
と
削
除

の
外
、
ほ
と
ん
ど
修
正
さ
れ
て
い
な
い
。
論
文
発
表
時
で
の
完
成
度
の
高
さ

が
知
ら
れ
る
。

『節用文字の音注研究』評〕

右
以
外
の
変
更
点
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

－
本
書
で
は
、
［
右
傍
］
［
右
注
］
な
ど
、
注
の
書
写
位
置
を
記
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
［
右
傍
］
［
右
注
］
等
の
注
が
【
序
論
】
中
の
用
例
に
も
追
加
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
に
「
凡
例
」
が
無
い
た
め
、
［
右
傍
］
と
［
右

注
］
と
の
差
は
、
【
本
論
／
第
1
篇
】
ま
で
わ
か
ら
な
い
。

－
④
論
文
で
は
省
略
さ
れ
た
全
用
例
が
掲
げ
ら
れ
、
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い

る。

書

本
書
が
対
象
と
す
る
音
注
の
大
部
分
を
占
め
る
「
仮
名
音
注
」
は
、
例
の

多
さ
故
、
単
独
の
論
文
で
全
例
の
分
析
結
果
を
一
不
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
「
凶
E

∞
仮
名
音
注
の
声
母
別
考
察
」
も
追
加
さ
れ
、
全
容
の
詳

細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
④
論
文
で
ロ
と
さ
れ
て
い
た
I
韻
類

沃
韻
が
、
著
書
凶
頁
の
表
で
は
ロ
ロ
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
著
書
の
誤
り
で

あ
ろ
う
。

二
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て

以
下
、
本
書
の
順
に
従
い
、
内
容
に
関
す
る
こ
と
が
ら
を
述
べ
る
。

｛
序
論
】
節
用
文
字
の
概
要
と
音
注

冒
頭
「
。
ム
本
書
の
目
的
と
構
成
」
に
「
本
書
は
、
節
用
文
字
が
付
載
す

る
各
種
の
音
注
を
集
約
し
て
一
覧
と
な
し
、
そ
れ
に
分
析
を
加
え
て
、
そ
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
o
」
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
そ
の
対
象
の
音
注
に
、
和
訓
に
対
す
る
音
注
（
声
調
注
）
は
入

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
用
例
の
和
訓
に
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
声

点
を
表
示
す
る
こ
と
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
節
用
文
字
の
漢
字
音

注
研
究
で
あ
る
。

「
。
ム
節
用
文
字
に
付
載
さ
れ
た
音
注
」

8
頁
で
「
字
類
抄
諸
本
の
編
纂

過
程
は
概
ね
次
の
二
段
階
を
想
定
で
き
る
o
」
と
し
、
「
A

い
わ
ゆ
る
「
色

葉
和
名
」
の
基
準
に
基
づ
く
和
訓
語
棄
の
蒐
集
」
「
B

語
柔
数
の
増
加
と

字
音
の
付
載
」
と
し
て
、
ま
ず
「
和
訓
語
柔
」
を
集
め
る
の
が
目
的
で
あ
っ

た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
頁
に
は
、
「
増
補
改
訂
に
お
い
て
、
掲
出
語

に
よ
っ
て
は
音
注
の
付
載
も
進
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。
あ
く
ま
で
音
注
は
補

助
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
す
で
に
定
着
し
て
い
た
字
音
語
や

字
音
以
外
に
読
み
の
な
い
語
に
は
音
注
が
必
要
と
な
っ
た
よ
と
あ
る
。
右

の
想
定
で
は
、
「
字
音
以
外
に
読
み
の
な
い
語
」
は
、
第
一
段
階
A
で
は
採

用
さ
れ
な
い
の
で
、
す
べ
て
第
二
段
階
B
に
お
け
る
増
補
と
な
る
。
初
期
段

階
で
は
、
字
音
語
し
か
な
い
「
ル
字
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、

「
レ
字
」
に
は
被
レ
リ
の
み
、
「
ラ
字
」
に
は
等
一
フ
・
被
（
見
・
所
）
ラ
ル
・
慨



ラ
ク
ハ
の
み
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
辞
書
は
、
当

時
の
書
記
需
要
に
応
え
ら
れ
な
い
。
藤
本
灯
『
『
色
葉
字
類
抄
』
の
研
究
』
（
勉

誠
出
版
、
二
O
一
六
年
）
は
、
「
色
葉
字
類
抄
』
が
「
畳
字
部
に
は
、
古
記
録

等
の
実
用
的
な
文
章
を
記
す
目
的
の
た
め
の
語
と
い
う
よ
り
は
、
仏
教
説
話

等
に
用
い
ら
れ
、
庶
民
に
も
通
じ
る
程
度
の
難
度
の
語
が
多
く
収
録
さ
れ
て

い
る
」
「
現
代
の
国
語
辞
書
に
似
た
性
格
を
持
つ
」
（
終
章
第
二
節
結
論
よ
り

抜
粋
）
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
色
葉
字
類
抄
「
原
形
本
」
と
さ
れ
る
「
川

瀬
一
馬
蔵
本
」
（
士
口
辞
書
叢
刊
複
製
本
）
に
も
字
音
語
は
存
す
る
。
よ
っ
て
、

字
音
語
が
す
べ
て
増
補
で
あ
る
、
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
点
は
、
現
『
節

用
文
字
』
の
音
注
を
い
つ
の
漢
字
音
資
料
と
す
べ
き
か
、
と
い
う
基
本
的
な

問
題
に
繋
が
る
。

な
お
、
注
（
似
）
に
、
本
研
究
に
お
い
て
は
、
「
次
の
複
製
を
参
照
し
た
。

－
原
装
影
印
版
古
辞
書
叢
刊
『
節
用
文
字
』
（
雄
松
堂
書
店
、
】
唱
ゴ
年
）
」
と

有
る
。
し
か
し
、
こ
の
複
製
本
は
、
存
在
し
な
い
。
『
節
用
文
字
』
（
古
典
保

存
会
、
一
九
三
二
年
）
あ
る
い
は
そ
の
再
複
製
で
あ
る
『
節
用
文
字
』
（
白
帝
社
、

一
九
六
二
年
）
の
誤
り
で
あ
る
。
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【
本
論
／
第
1
篇
｝
節
用
文
字
の
反
切
と
同
音
字
注

本
篇
で
は
、
初
出
論
文
に
用
例
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

七
例
な
ど
、
出
典
・
所
在
・
引
用
に
、
誤
っ
て
い
る
も
の
が
有
る
。

『
節
用
文
字
』
の
反
切
十
五
例
は
、
切
韻
系
韻
書
に
十
一
例
、
玉
篇
に
二
例
、

周
曜
注
に
一
例
が
一
致
し
、
一
例
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
引
用
す
る
某

書
か
ら
引
用
し
た
可
能
性
も
有
る
、
と
す
る
結
論
は
、
既
発
表
論
文
と
同
一

お
百
ハ
第

で
あ
る
。

節
用
文
字
の
同
音
字
注
全
五
例
「
尺
反
・
元
反
・
鬼
反
・
京
反
・
生
反
」
は
、

「
向
里
日
山
’
を
要
す
る
場
合
に
付
載
す
る
」
と
さ
れ
る
。
「
蹟
」
の
「
尺
反
」
は
、

「
「
シ
ヤ
ク
」
「
セ
キ
」
両
音
と
も
に
把
握
し
た
い
が
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
」

と
し
な
が
ら
、
他
の
同
音
字
注
は
、
「
グ
ワ
ン
・
ク
ヰ
・
キ
ヤ
ウ
・
シ
ヤ
ウ
」

を
示
す
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
同
音
字
は
、
呉
音
で
劫
音
形
と
な
る
漢
字
に
付
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
そ
の
劫
音
を
「
同
音
字
」
で
示
し
た
、
と
考
え
る
の

が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
五
例
を
「
同
音
字
注
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
適
切
で
あ
ろ
う
か
。

中
国
お
よ
び
日
本
の
古
辞
書
・
音
義
に
お
け
る
同
音
字
注
は
、
「
音

O
」
が

一
般
的
な
形
式
で
あ
る
。
『
節
用
文
字
」
の
「
尺
反
」
等
は
、
第
2
篇
「
仮

名
反
切
」
の
仮
名
相
当
部
分
が
漢
字
で
示
さ
れ
て
い
る
、
と
見
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
の
注
音
法
は
、
掲
音
の
「
類
音
字
表
記
」
と
言
わ
れ
て

き
た
。
中
国
中
古
音
で
同
音
で
あ
る
「
同
音
字
注
」
が
全
五
例
中
に
無
い
こ

と
か
ら
も
、
再
考
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

【
本
論
／
第
2
篇
】
節
用
文
字
の
仮
名
反
切

「
仮
名
反
切
」
と
は
、
「
「
反
」
表
示
の
あ
る
仮
名
音
注
」
（
引
頁
）
を
指
す

本
書
の
用
語
で
、
「
樗
チ
ヨ
反
」
の
類
を
言
、
っ
。
し
か
し
、
「
仮
名
反
切
」

の
語
は
、
国
会
図
書
館
蔵
宝
暦
三
年
写
本
『
仮
名
反
切
秘
伝
』
な
ど
の
韻
学

書
で
は
、
反
切
を
仮
名
で
立
回
読
し
て
被
注
字
の
音
を
導
く
法
の
名
称
と
し
て

用
い
ら
れ
て
き
た
。
『
節
用
文
字
』
の
「
（
仮
名
）
反
」
は
、
掲
出
字
の
傍
に
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ふ王

2

は
原
則
と
し
て
加
点
さ
れ
ず
、
掲
出
字
下
の
訓
注
等
加
点
位
置
に
集
中
す

る
。
こ
の
事
か
ら
、
訓
注
と
区
別
す
る
た
め
に
音
注
に
「
反
」
を
付
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
、
節
用
文
字
の
「
（
仮
名
）
反
」
を
「
仮
名
反
切
」

と
呼
ぶ
の
は
、
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。

本
篇
で
は
、
標
準
位
置
で
あ
る
［
左
注
］
に
「
仮
名
反
切
」
が
記
さ
れ
て

い
る
か
否
か
の
、
形
式
に
よ
る
分
類
整
理
に
終
始
し
て
お
り
、
音
の
分
析
は

第
3
篇
末
に
持
ち
越
さ
れ
る
。

『節用文字の音注研究』

【
本
論
／
第
3
篇
】
節
用
文
字
の
仮
名
音
注

『
節
用
文
字
』
に
お
け
る
音
注
の
中
心
が
仮
名
音
注
で
あ
る
た
め
、
本
書

の
大
半
は
こ
の
第
3
篇
が
占
め
て
い
る
。

「
凶
ム
節
用
文
字
付
載
の
仮
名
音
注
」
で
、
ヲ
篇
と
ヨ
篇
の
音
注
が
掲
出

さ
れ
、
「
ヲ
篇
そ
れ
自
体
の
掲
出
語
数
が
多
い
と
い
う
点
を
勘
案
し
て
も
、

同
篇
は
相
対
的
に
仮
名
反
切
（
判
別
の
た
め
女
を
付
し
た
）
が
目
立
つ
。
そ
れ

に
対
し
て
、
ヨ
篇
で
は
圧
倒
的
に
仮
名
音
注
が
施
さ
れ
、
仮
名
反
切
は
二
例

数
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
増
補
過
程
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
想
像

で
き
よ
う
。
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
説
C

「
仮
名
反
切
」
は
「
増
補
改

訂
の
早
い
段
階
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
」
、
仮
説
D
「
仮
名
音
注
」
は
「
後

段
の
増
補
段
階
に
お
い
て
付
載
さ
れ
た
」
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
仮
説
に
立

て
ば
、
ヲ
篇
は
ヨ
篇
に
比
し
て
、
早
期
増
補
の
割
合
が
高
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
仮
説
と
は
異
な
り
、
底
本
に
存
し
た
「
仮
名
反
切
」
の
「
反
」
を
、

ヨ
篇
の
書
写
時
に
は
省
略
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

評〕〔書

「
同
心
仮
名
立
日
注
の
韻
母
別
考
察
」
以
下
で
は
、
中
国
中
古
音
の
解
説
を

加
え
つ
つ
、
三
根
谷
徹
の
中
国
中
古
音
推
定
に
従
い
、
観
智
院
本
「
類
取
県
名

義
抄
』
和
音
・
承
暦
本
「
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
」
音
注
等
を
引
き
な
が
ら
、

『
節
用
文
字
』
の
仮
名
音
注
を
整
理
・
考
察
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
印
頁
表

下
五
行
目
「
和
音
「
去
」
」
は
和
音
「
平
」
で
あ
り
、
同
頁
下
か
ら
三
行
自

の
『
類
取
県
名
義
抄
』
和
音
「
稲
」
に
［
平
］
［
去
］
を
記
入
し
な
い
な
ど
、

ほ
3

引
用
や
用
例
所
在
の
誤
り
、
音
注
の
落
ち
が
全
体
に
散
見
さ
れ
る
。

山
頁
に
「
「
援
」
の
仮
名
音
注
「
カ
ン
」
は
’
EN苫
V

’S
と
い
う
音
変
化

を
反
映
し
た
例
で
あ
る
」
、
と
あ
る
。
「
損
」
の
「
カ
ン
」
は
、
「
後
世
ま
で

保
持
さ
れ
た
」
「
カ
行
合
口
を
一
不
す
日
本
語
表
記
」
（
加
頁
）
の
異
例
で
あ
る
、

と
の
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
原
本
「
セ
ン
」
を
訂
正
し
た
上
で
の

解
釈
で
あ
る
。
二
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
で
は
「
模
セ
ム
」
、
大

東
急
記
念
文
庫
蔵
十
巻
本
『
伊
豆
口
波
字
類
抄
』
で
も
「
榛
タ
イ
」
と
さ
れ

て
い
て
、
当
該
掲
出
字
は
木
偏
の
「
模
」
（
セ
ン
）
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

加
頁
「
艦
」
の
「
マ
フ
」
は
、
原
本
で
「
マ
ウ
」
で
あ
る
た
め
、
「
混
同

を
反
映
し
た
例
」
で
は
な
い
。

加
頁
ま
－
σ
「
従
」
は
、
原
本
仮
名
音
注
「
シ
ョ
ウ
」
で
あ
り
、
「
異
例
」

と
は
な
ら
な
い
。

「凶
E

∞
仮
名
音
注
の
声
母
別
考
察
」
（
M
1
縦
頁
）
で
も
、
一
二
根
谷
説
に
よ

る
中
国
中
古
音
声
母
の
推
定
音
価
と
の
比
較
が
な
さ
れ
る
。

別
頁
「
娘
母
」
で
、
「
紫
ジ
ヨ
」
「
促
ジ
」
を
「
鼻
音
声
母
の
非
鼻
音
化



（ι
g
g各
NECロ
）
現
象
を
反
映
し
て
い
る
o
」
と
す
る
。
し
か
し
、
「
紫
」
は
、

『
広
韻
』
「
息
擦
切
」
の
心
母
音
も
存
し
、
『
節
用
文
字
』
該
当
例
は
こ
の
音

の
意
で
あ
る
。
ま
た
、
「
促
」
の
「
節
用
文
字
』
当
該
例
に
は
、
「
チ
」
の
仮

名
音
注
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
、
「
「
娘
」
の
仮
名
音
注
「
シ
ヤ
ウ
」

も
同
様
で
あ
る
o
」
と
さ
れ
る
例
は
、
原
本
は
「
嬢
」
字
で
あ
り
、
『
広
韻
』

「
嬢
」
に
は
「
汝
陽
切
」
の
音
も
存
す
る
。

別
頁
で
「
酢
ソ
」
に
対
し
て
、
「
あ
る
い
は
「
酢
」
の
異
体
字
「
酷
」
の

字
音
把
握
を
反
映
し
た
例
と
も
推
測
で
き
る
」
と
あ
る
（
韻
母
に
関
す
る
附

頁
に
も
、
同
様
の
記
述
が
存
す
る
）

0

確
か
に
、
『
広
韻
』
に
は
「
酢
」
に
鐸
韻

の
反
切
し
か
無
い
。
し
か
し
、
『
集
韻
』
に
は
、
遇
韻
（
去
声
）
の
音
が
収

載
さ
れ
て
お
り
、
「
酢
ソ
」
は
こ
の
音
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
「
節
用
文
字
の
仮
名
音
注
に
は
清
濁
表
示
が
な
く
、
そ
の
分
別
は

で
き
な
い
。
」
、
と
各
項
で
述
べ
る
。
だ
が
、
掲
出
字
に
は
清
濁
を
区
別
し
た

声
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
〈
雅
意
〉
カ
（
去
濁
）
イ
（
平
）
（
お
ウ
4
）
の
例
も
存

す
る
。
こ
れ
ら
を
本
書
に
取
り
込
ん
で
頂
き
た
か
っ
た
。
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「
凶
七
仮
名
音
注
と
仮
名
反
切
の
機
能
分
担
」
で
は
、
「
仮
名
反
切
」
は
「
増

補
改
訂
の
早
い
段
階
」
に
、
仮
名
音
注
は
「
増
補
改
訂
の
後
段
」
に
記
入
さ

れ
た
、
と
す
る
。
こ
れ
は
、
第
1
篇
・
第
2
編
で
の
「
可
能
性
」
「
想
定
」
「
推

測
」
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
「
機
能
分
担
」
で
あ
ろ
う
か
。
反
が
付
さ
れ
る
仮
名
音
注
と
反
の

無
い
仮
名
立
日
注
と
に
、
い
か
な
る
機
能
の
相
違
・
分
担
が
あ
る
の
か
を
知
り

た
い
。

「凶
s
E
ま
と
め
」
は
、
仮
名
音
注
に
つ
い
て
の
分
析
の
ま
と
め
で
あ
る
。

左
に
引
用
す
る
。

仮
名
音
注
を
一
不
す
七
五
五
例
は
、
二
疋
の
編
纂
方
針
の
も
と
、
よ

り
多
く
の
字
音
把
握
を
目
指
す
増
補
改
訂
が
進
ん
だ
段
階
に
お
い
て

加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
増
補
改
訂
の
早
期
に
付
載
さ
れ
た
仮

名
反
切
と
は
異
な
る
。

四
仮
名
音
注
が
目
指
す
字
音
の
把
握
は
日
本
語
に
馴
化
し
た
段
階
を

示
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
呉
音
的
特
徴
と
漢
音
的
特
徴
を
区
別
す
る

意
識
は
な
い
。
中
国
語
音
を
導
入
し
た
段
階
で
は
重
層
的
で
あ
っ
た

が
、
や
が
て
海
然
と
融
合
し
た
馴
化
の
状
況
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
「
ま
と
め
」
が
羽
か
ら
は
じ
ま
る
の
は
、
前
項
「
凶
七
仮
名
音
注
と

仮
名
反
切
の
機
能
分
担
」
で
第
l
篇
・
第
2
篇
の
ま
と
め
を
I
l
V
と
し
て

行
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
－

1
V
で
は
、
反
切
が
初
期
の
増
補
改
訂
段

階
で
記
入
さ
れ
た
こ
と
と
そ
の
出
典
、
同
音
字
注
は
「
留
意
を
要
す
る
場
合

に
付
載
す
る
」
こ
と
、
そ
し
て
前
述
の
ご
と
く
、
「
仮
名
反
切
」
が
増
補
改

訂
の
早
い
段
階
に
、
仮
名
音
注
が
増
補
改
訂
の
後
段
に
記
入
さ
れ
た
こ
と
を

述
べ
る
。

VI 
し
た
が
っ
て
、
『
節
用
文
字
』
仮
名
音
注
の
内
容
に
関
す
る
「
ま
と
め
」
は
、

「
日
本
語
に
馴
化
し
た
段
階
」
で
あ
る
こ
と
と
、
「
い
わ
ゆ
る
呉
音
的
特
徴
と

漢
音
的
特
徴
を
区
別
す
る
意
識
は
な
い
」
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

一
点
目
の
「
節
用
文
字
』
仮
名
音
注
が
日
本
語
に
馴
化
し
た
段
階
で
あ
る
こ

と
は
、
国
語
辞
典
に
記
載
さ
れ
た
字
音
注
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
首
肯
さ
れ
る
。
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し
か
し
、
「
節
用
文
字
』
に
は
、
本
書
中
で
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
「
ス

ヰ
」
（
凶
ウ
l
－

U
ウ
4
）
「
ス
ヰ
ン
」
（
怨
ウ
2
）
「
シ
ヰ
ン
」
（
お
オ
5
）
の
音

注
が
存
す
る
。
本
書
で
、
「
人
為
的
な
仮
名
音
注
の
表
示
で
あ
る
の
か
o
」

（
別
頁
）
、
「
人
為
的
な
表
記
か
も
し
れ
な
い
o
」
（
測
頁
）
と
注
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
は
「
日
本
語
に
馴
化
し
た
」
音
と
は
言
え
ず
、
反
切
を
用
い
た
規
範

注
4

的
な
丈
献
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
シ
ヰ
ン
」
以
外
は
漢
字
の
右
傍
に

加
点
さ
れ
て
い
る
点
も
、
他
の
多
く
の
仮
名
音
注
と
は
異
な
る
。

「
節
用
文
字
」
は
、
当
時
常
用
の
漢
字
音
を
主
と
し
て
記
載
す
る
中
に
、

右
の
よ
う
な
規
範
的
な
音
を
も
含
む
辞
書
で
あ
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
も
、
同
様
で
あ
る
。

ま
と
め
の
二
点
目
「
い
わ
ゆ
る
呉
音
的
特
徴
と
漢
音
的
特
徴
を
区
別
す
る

意
識
は
な
い
」
に
関
し
て
、
「
呉
音
的
特
徴
で
あ
る
か
、
漢
音
的
特
徴
で
あ

る
か
、
そ
の
判
別
を
し
得
な
い
場
合
が
多
い
」
（
附
・
附
頁
）
に
類
す
る
記
述

が
、
各
韻
類
・
音
系
の
「
基
本
的
な
表
記
」
の
項
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

比
較
的
多
く
引
用
・
対
比
さ
れ
て
い
る
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
が
、
反

切
に
よ
る
正
音
注
と
和
音
注
と
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
と
比
較
し
た
上
で

の
記
述
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
本
書
の
仮
名
音
注
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
、
『
節
用
文
字
」
に

「
い
わ
ゆ
る
呉
音
的
特
徴
と
漢
音
的
特
徴
を
区
別
す
る
意
識
は
な
い
」
こ
と

が
わ
か
り
に
く
い
。
目
的
に
合
わ
せ
て
並
び
を
変
え
、
本
書
に
繰
り
返
し
引

用
さ
れ
る
用
例
（
表
1
1
表
山
口
）
は
、
音
注
・
和
訓
が
書
き
込
ま
れ
た
位
置

を
厳
密
に
区
別
し
て
い
る
。
当
該
音
注
が
「
右
注
」
「
左
注
」
「
右
傍
」
「
左
傍
」

の
ど
こ
に
有
る
の
か
を
考
慮
し
た
分
析
が
な
さ
れ
れ
ば
、
呉
音
・
漢
音
を

『節用文字の音注研究』評〕〔書

「
区
別
す
る
意
識
は
な
い
」
こ
と
が
、
よ
り
説
得
的
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ

、っか。な
お
、
「
節
用
文
字
』
の
掲
出
字
に
は
、
本
書
の
用
例
に
も
お
お
よ
そ
記

さ
れ
る
、
一
五
O
余
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
音
注
に
も
、
声
点

主
5

加
点
例
が
存
す
る
。
加
点
数
は
多
い
と
は
一
言
え
な
い
も
の
の
、
国
語
辞
書
登

載
語
の
漢
字
声
調
を
示
し
た
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
声
点
や
、
声
調

注
「
痘
音
去
聾
」
（
%
ウ
2
）
な
ど
に
つ
い
て
も
、
論
じ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

、
「
節
用
文
字
』
字
音
注
の
史
的
位
置
づ
け

本
書
各
篇
冒
頭
に
は
、
「
節
用
文
字
』
に
つ
い
て
、
左
の
ご
と
き
解
説
が

有
る
。

首
尾
を
欠
い
た
零
帖
な
が
ら
世
俗
字
類
抄
や
色
葉
字
類
抄
の
一
諸
本
と

し
て
、
そ
の
複
製
が
公
刊
さ
れ
た
。
鎌
倉
時
代
の
書
写
か
と
い
う
が
、

い
ま
だ
詳
細
な
分
析
が
な
い
。
い
わ
ゆ
る
字
類
抄
諸
本
中
の
原
撰
本
系

諸
本
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
も
不
明
で
あ
る
。
（
こ

の
引
用
は
序
論
l
頁
よ
り
）

で
は
、
本
書
に
よ
っ
て
整
理
・
分
析
さ
れ
た
漢
字
音
注
は
、
い
つ
の
字
音

資
料
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
著
者
の
考
え
を
記
し
て

欲
し
か
っ
た
。

石
川
武
美
記
念
図
書
館
（
旧
お
茶
の
水
図
書
館
）
蔵
『
節
用
文
字
』
は
、

綴
葉
装
（
胡
蝶
装
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
田
孝
雄
「
徳
富
猪
一
郎
氏
蔵

節
用
文
字
解
説
」
（
古
典
保
存
会
『
節
用
文
字
』
一
九
三
二
年
に
所
収
）
や
川

瀬
一
馬
『
増
訂
古
辞
書
の
研
究
」
（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
五
五
年
）
で
、
言
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わ
れ
て
い
る
。
山
田
は
、
次
の
如
く
に
記
す
。

本
書
は
縦
八
寸
五
分
、
横
五
寸
三
八
刀
、
斐
紙
胡
蝶
装
三
折
の
本
な
り
。

第
一
の
折
は
右
翼
八
葉
、
左
翼
十
葉
を
算
す
。
こ
は
恐
ら
く
は
も
と
十

枚
を
一
一
折
に
せ
し
が
、
そ
の
上
部
の
二
葉
が
脱
せ
し
も
の
な
ら
む
。
第

二
の
折
は
十
枚
を
、
第
三
の
折
は
九
枚
を
い
づ
れ
も
二
折
に
し
た
る
も

の
な
る
が
、
今
、
上
よ
り
二
所
、
統
を
以
て
綴
ぢ
た
れ
ば
、
十
分
に
聞

き
が
た
し
。

原
本
調
査
の
機
会
を
得
て
、
右
の
記
述
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
山
田
の
言
の
と
お
り
、
第
一
折
は
巻
頭
か
ら
日
ウ
ま
で
、
第
二
折
は
円

オ
か
ら
灯
ウ
ま
で
、
第
三
折
は
お
オ
か
ら
日
ウ
ま
で
で
あ
る
。
第
二
折
が
十

枚
の
折
で
あ
れ
ば
、
一
葉
足
り
な
い
。
灯
オ
ウ
の
一
葉
は
、
後
か
ら
足
し
た

も
の
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
折
は
、
九
枚
の
折
（
%
頁
）

に
半
折
一
葉
（
2
頁
）
を
加
え
た
全
児
頁
で
あ
る
。

川
瀬
一
馬
は
、
こ
の
第
一
折
と
第
二
折
と
が
別
筆
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

↓江
6

し
た
。
原
本
で
も
、
川
瀬
の
指
摘
の
と
お
り
、
日
目
ウ
以
前
と
円
オ
以
後
は
別

筆
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

一
例
を
除
く
反
切
の
全
例
、
「
同
音
字
注
」
の
全
例
は
、
同
ウ
以
前
の
第

一
折
に
存
す
る
。
舛
例
の
「
仮
名
反
切
」
は
、
円
オ
1
日
ウ
の
第
二
折
・
第

三
折
に
凶
例
し
か
な
く
、
第
一
折
に
剖
例
が
集
中
す
る
。
第
一
折
は
、
第
二

折
・
第
三
折
に
比
し
て
、
国
点
形
式
の
声
点
の
割
合
も
高
い
。

こ
れ
ら
の
点
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
『
節
用
文
字
』
の
音
注
全
体
を
歴

史
的
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
む
す
び

本
書
は
、
国
語
古
辞
書
に
お
け
る
漢
字
音
注
全
体
の
研
究
結
果
を
ま
と
め

た
初
め
て
の
専
書
で
あ
る
。
右
に
こ
ま
ご
ま
と
し
た
事
の
み
を
述
べ
た
の

も
、
中
国
中
古
音
の
体
系
に
基
づ
く
音
注
の
整
理
・
分
析
が
、
本
書
中
に
確

実
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
『
節
用
文
字
』
の
音
注
全
体
と
、
観
智
院
本
「
類
緊
名
義
抄
』
・

承
暦
本
「
最
勝
王
経
音
義
』
・
石
山
寺
本
『
大
般
若
経
字
抄
』
等
お
よ
び
二

巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
・
二
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
・
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄
』

の
字
類
抄
諸
本
の
音
注
と
の
対
照
も
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
辞
書
登
載
漢

字
音
研
究
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。

「
あ
と
が
き
」
に
記
さ
れ
る
『
色
葉
字
類
抄
』
『
世
俗
字
類
抄
』
音
注
研
究

の
続
刊
が
待
た
れ
る
。

小
林
芳
規
「
訓
点
に
お
け
る
拘
音
表
記
の
沿
革
」
（
「
王
朝
文
学
」

9
、

一
九
六
三
年
十
月
）
、
参
照
。

注
2

存
疑
例
「
迄
」
（
5
オ
6
）
と
「
容
」
（
凶
ウ
l
）
「
縛
」
（
あ
ウ
4
）

サ
〆
反

「
纂
」
（
門
的
オ
4
）
が
右
傍
例
の
全
例
で
あ
る
。

注
3

引
用
注
の
解
釈
に
も
疑
問
が
有
る
o

た
と
え
ば
、
問
頁
「
酢
」
に
つ
い

て
「
「
ス
」
に
は
「
都
語
云
」
と
い
う
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
o
」
と
す

る
（
別
頁
も
同
様
）
o

し
か
し
、
「
部
語
云
カ
ラ
サ
ケ
」
で
あ
っ
て
、
「
都

諾
云
」
は
「
ス
」
に
対
す
る
注
で
は
な
い
。

wm
－

m頁
「
繰
」
は
「
鏡
」

の
誤
り
、
等
で
あ
る
。

注
4

佐
々
木
勇
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、

i主



二
O
O九
年
）
第
三
部
第
二
章
、
参
照
。

注
5

原
本
に
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
て
も
、
本
書
に
そ
の
記
載
が
無
い
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
白
帝
社
の
複
製
本
に
依
拠
し
て
い
る
た
め
と
推
測
さ

れ
る
。
佐
々
木
勇
「
古
典
複
製
本
使
用
上
の
注
意
」
（
『
論
叢
国
語
教
育
学
」

第
十
二
号
、
二

O
一
六
年
七
月
）
を
参
照
願
い
た
い
。

注
6

川
瀬
一
馬
『
増
訂
古
辞
書
の
研
究
』
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
二
三
頁
。

本
文
は
三
人
の
寄
合
書
に
な
り
、
巻
首
よ
り
「
カ
字
」
辞
字
部
の
二

行
目
ま
で
、
即
ち
現
存
本
で
巻
首
の
十
八
葉
ま
で
は
頗
る
美
事
な
筆

蹟
で
あ
っ
て
、
御
物
本
停
行
成
筆
和
漢
朗
詠
集
の
筆
蹟
に
相
似
し
、

世
尊
寺
流
を
完
得
し
た
人
の
手
に
な
る
事
は
一
見
明
瞭
で
あ
る
。
恐

ら
く
は
平
安
末
期
、
二
巻
本
色
葉
字
類
抄
が
編
修
せ
ら
れ
た
長
寛
一
冗

年
か
ら
間
も
な
い
頃
に
筆
写
せ
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
第
十

九
葉
以
下
は
遥
か
に
筆
蹟
が
劣
り
、
更
に
爾
筆
を
以
て
書
き
継
が
れ

て
ゐ
る
。
即
ち
、
第
十
九
葉
よ
り
第
四
十
二
葉
裏
六
行
目
第
二
字

「
強
同
ア
ナ
カ
チ
」
ま
で
一
筆
、
同
行
第
三
字
目
「
佑
ッ
ヨ
シ
馬
l
」
以
下

終
末
葉
ま
で
又
別
筆
で
あ
る
。
別
筆
の
童
目
継
も
同
じ
時
に
行
は
れ
た

も
の
で
あ
る
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
川
瀬
は
、
後
に
見
解
を
変
え
る
。

行
成
風
の
筆
蹟
を
習
得
せ
し
達
筆
漆
黒
の
墨
色
に
て
書
写
せ
る
も
、

巻
末
に
至
り
て
税
筆
力
鋭
鋒
を
収
め
た
る
書
き
様
と
な
り
て
、
第
四

十
二
葉
裏
六
行
三
字
以
下
は
、
門
流
の
別
筆
か
と
思
わ
る
る
程
な
れ

ど
、
恐
ら
く
原
本
の
書
体
に
よ
く
倣
い
筆
運
び
の
適
い
た
る
部
分
と
、

次
第
に
自
己
流
の
書
き
様
に
陥
り
た
る
書
写
棺
の
相
違
な
る
べ
し
と

推
せ
ら
る
。
（
略
）
川
瀬
著
「
古
辞
書
の
研
究
」
（
一
一
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
）

参
照
。
〔
な
お
拙
著
に
は
覆
製
本
に
拠
り
て
一
一
一
筆
寄
合
書
と
見
た
る
は

非
な
り
。
〕

（
川
瀬
一
馬
『
新
修
成
筆
堂
文
庫
善
本
書
目
」
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一
九
九
二
年
、
問
頁
）

（一一

O
一
五
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O
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発
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1
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0
0
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円
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汲
古
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